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私家集 は 特殊な 諸條 件の もとに 成立す る ものであるから、 最も 異同^: しく 且 つ：^ も 多. 量の 與 本を傳 へ てゐる 古典で ある。 さ 

れば 他の 古典 硏究の 場合と 等しく その 研究の 最初に 於いて、 現存 諸 本の 根本的な 整 现檢討 を 十二分に なさなければ ならない が、 

本^ 執筆に^ り、 種々 止むな き^ 愦の^ 充分なる 調査の 餘裕 なく、 見るべく して 見得 ざり しもの や、 ^附き W リて未 調 杏に 終 

. つた もの も 多々 あって、 ^く 凡つ 深く 根本 資料 を见械 めて、 その 結果の 上に 立論すべき だとい ふ： 牛^の^ H: 的 態 皮に 忭る こと 

を^ ひ慚愧 に耐へ ぬ 次^で ある。 侨し與 へ られし 紙数の 僅少なる ことと 書肆よ リの 頻リな るせ 促 の^に、 完璧 を 期す る ことの 

不： H. 能な リ しは^ 憾 では あるが、 研究 對象を 王朝 初期の 私家集に 極限し、 私家集 傳 本の 究^お， 2:^ 岡^^の 御 本 を卞： として^ 

杏し^ たのに 勇氣を 得て、 この 拙文 を 〈ム にす る ものである。 調査 不充分の^、 或 ひ は 論 3= に 誤 S| の简 所が 必しも 無い と は. ムは 

れ ぬが、 又 反對 に、 今後 討 杏 研究の 迎 むに つれ、 今 こ、 に述 ぶる 諸說の 裏書され る こと も 多々 ある こと と^ひ、 一 つ に は 惯れ、 

1 つに は 期待 を 持って この 稿 を 世に 送る 次第で ある。 

弘^^ は 古く は^ 紫^ 時代に 旣に、 柿 木 人 ^集 • 笠 金 村 集 • 高 橋 蟲^^  •  E 邊. 111^ 等と して 存在して ゐ たこと が 

何 はれ、 萬葉染 第五 卷は 山上 憶 良 及大伴 旅人、 第 十七 卷 以下の 四卷は その 大部分 を 大作^ 持の 歌で 山 めら れてゐ るが、 

これら は悅^ • 旅人 • ^持 等の 私^^が その 成立の 中心 をな した 如くに 云 はれて ゐる。 併し これらの m は^れ 傅 にら 

す、 ゆに 人^^, 赤 人^人 K 持^と 稱 する もの は、 ル  1： 王朝 期に 後人の 輯 成した ものの みで ある。 その他 三十 六 人^ は、 


私^集の 研究  四 

g! 條大納 tH 公^の 攢 した 三十 六 人 歌仙の 人々 の 歌 を 後人の 收 集した もので、 公任の 時代 を 去る こと 程遠から すして そ 

の 成立 を はた もので あらう。 近年 その 複製 本 を 刊行され た 本願 寺 本 三十 六 人 集 は、 現^ 諸 本 中 最古 寫本 であるが、 そ 

の^お^ 代 は^治 關，： ： 時代の もので あり、 又 千載 粲卷 十七に、 「大納 霄實 家の もとに 三十 六 人 集 を 借りて 返しつ か はし 

ける 云々」 と 椒大納 1K 赏^ に、 太皇大 后宮が 三十 六 人 集 を 返却され た 時の 贈答 歌が 所載され てゐ るが、 これによ つて 

も ほぼ その 成立 時代の 想像が 可能で ある。 その外 當時 諸家に は 各々 の 家集が^ 在した が、 それらの 私家集 は、 一 歌人 

の 個忭、 ^風、 傅お を 知る に 役立つ と 同時に、 當 時の 文化 を 伺 ふに 足る 様々 の 資料 を 提供し、 歌 物語 • 日記 紀行 • 勅 

攢^ 等に 相關 して その 成生發 達の 相 をう かが ふよす がと なる ものである。 されば、 王朝 和歌 史を 考察す るに は 勿論、 

^^的た る ものより 物語へ と展 M して 行った 歌 物語 を 論す る 場合に も、 土 左 日記 • いほぬ し • 和 泉 式部 日記 等の 日記 

紀行文 舉を勘 へる 上に も、 この 私家 槳は 茧 要な 要素と なる ものである。 

木 講^に 於いて は、 先づ 私家 槳の 定義 を 決定し、 その 成立 事情 を 鮮明に し、 根本 資料の 調 杏に 基き、 私家 桀の 多く 

の異 木と その 性^と を 調 布して、 異本 發 生の 諸條件 を考 杏し、 且つ 歌 物語、 日記 紀行文 舉 との 關係を 論じて 見たい と 

思 ふ。 仉し 平安朝 時代の 私^ 桀 のみ にても、 優に 二百 種に 近く 現存して ゐ るので、 これが 全般に 亙っての 研究 は 到底 

こ k では 爲 し^られな いので、 その 中 初期の 私家集の みに 極限して 考察して 行きたい と^ふ リ 

，• .  一  私家集の 定義  .、 パ 

私家集と は、 「一個人の 歌の 蒐镜 された ものな り」 と 定義す るなら ば、 所謂 私家集と 呼ばれる 歌集 は 勿論の こと、 形 


態 上より いって、 ^勢 物語 • 平 中 物語 . 小 野 篁 桀及土 左 日記 • いほぬ し 等の 日記 紀行文 舉も亦 私家 染の範 お^に 人る 

ものである。 歌 物語と いひ、 日記 紀行文 舉と いふ も それ は畢兗 內容 よりした 分類で、 廣義の 私家 桀 内に は、 狹篛の 私 

家集. 歌 物語 . 日記 紀行文 舉 等が 包 攝 される ので ある。 但し 歌 物語 中の 大和 物語 は、， 意識的に 數 個人の 歌 を^ 料して 

ゐ るので、 私家集の か 類 ^ に は 入らす して、 寧ろ 說話第 等の 形態に 接近す る ものである。 扨て 私家 维の意 味 を かく^ 

義 に解釋 して、 狭義の 私家集. 歌 物語. 日記 紀行文 舉を も、 その 形態 上より して 同一 部屬の ものと したが、 か ゝる三 

者 は 各々 如何なる 木^ 的な 相異を 有して ゐ るか、 その 本質的な 差 遠 は 如何なる 因. E に^いて 生じた もので あるか、 而 

して か-る 三者 は、 その 源流に 遡れば、 共に 「 一 侗 人の 歌の 蒐積」 たる 廣義の 私家 槳 より 出發 する ものである こと を、 

各々 の 性！：： を 吟味す る ことによって、 以下 究明して 行きたい と 思 ふ。 

先づ 順^と して 狭義の 私家集 gu^f の 成立 事情より 說明 する ことにしたい。 

一一 私家集の 成立 事情 

私^^は 如何にして 發 生し 成立した もので あらう か、 殊に 王朝 期の 私家 桀は、 その 特殊な 生活^境の 巾より セみ屮 Z 

された もので、 これが 深き 研究 は 文化史 的 意義 を も 有する ものである。 卽ち 私家 桀 成立の 原 w は、 純柞 た^ 作 的 欲求 

たる 的 條^: によつ て も规定 される が、 それ 以外に 社會 的な 外的 條 件に 基 w する 場合の 方が あに 多い 樣 に^に れるソ 

又 これ を 編^^: に關 して 云へば、 .：：： 桄 • 他 擠 の^が あるが、 次に は 私^^成 立の 侗々 の 場 八：： を考 へて：：；： きたい。 

時代 はド るが、 ^^門院 右 京大 夫 集の 卷頭 歌の 詞 書に、 

二 私^集 c 成立^.^  E 
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^の^な とい ひて 歌よ む 人 こそ かきと、 むる ことなれ これ は ゆめ/ \ さに は あらす た、 哀 にも 悲し くもなに となく 忘れ かたく 

お ほ ゆろ ことと もの そのお り/ \ ふと 心に おほえし を 思 ひ 出ら る、 儘に 我め ひとつに みん とて 齊を くな り (類從 本 ) 

と あるが 如く、 純 粹た创 作 的 欲求より 自分の 歌粲を 編む 介が あり、 長文の 序文 を もつ 加 茂保逄 女 集 も 亦、 

いやしき 心 ひとつ を 千く さに なして いひ 菜め たれ は ある はよ そ 文字 ある ははた もしな として- -ムひ あつめ たれ はみ そ もしに たに 

つつく る ことかた きを とりあつ むれ は 近 江のう みの 水莖 もつ きぬへ く かきあつめ はみ ちの くの まゆみの 紙 もす き 合 ふまし く 心 

にいる k ことの^の 哀なれ はおくと 臥す と 思ひ棠 めた る ことと もな みたにく たし 果て てんと 思へ とやみ の 夜の 錦なる へ しと 思 

て あけくれ みれ は 水の あはに たに^れ りけ りな かれての 世に 人に 笑 はれぬ へ けれ はな を かりの 淚 にお としはて てんと 思 ふ もの 

からな を^: あつめて けり (類從 本) 

と 彼女が キ 文中に いって ゐる 如く、 自分の 詠草 を そのま^-捨て るに 忍びす、 自ら これ を^め て 一 卷の 家集と したので 

ある。 か 、る 心 持より 出發 して 自撰 された 私家 槳は、 他に も 多く^す る ことで あらう が、 今 は確證 を 得ない ので、 こ 

こに は^^しない ことと する。 

以上 二つの 例 は、 純粹 な. s: 面 的 要求に 促されて 自撰 する 場合で あるが、 それ 以外に 全然 客觀 的な 外的 條 件に 基く 場 

合が ある。 卽ち、 法皇 又は 天皇の 御 召に より 獻上 する 場合が その 一例で ある。 

t 集 に は 大體 類從本 系統 の 本 と 歌仙 歌桀本 系統 の 俥 本と が あ る が 、 歌仙 家集 木 の 本文に 依れば、 

うちのお ほせ ことにて 父忠岑 か 歌 奉れと 召し あるに 書き集めて 奉る 

言の はの なか を 泣く 泣く もと むれ は 昔の あとに あ ひみつる かな 

とあって、 これ を 信 すれば、 上からの 仰せに よって 忠見は 父 忠岑の 家集 を 作って 獻 上した ことになるが、 類從本 及び 


これと 12 系統の 本願 寺 木で は、 この 歌の 詞書 は、 

ふる 歌め しける にかき そへ たりけ る 

となって ゐて、 兩 本で はこの 歌が 卷 末に 來てゐ る。 これ を 犟獨に 文字通りに 解 すれば、 自分の 歌^ を 御 召に 依って 獻 

上し、 その 終に この 一首 を 書き 添へ た 様に 思 はれる。 然 らば、 忠見 集は忠 見の 自撰 だとい ふこと になる が、 歌仙^^ 

木の 詞書 を參 酌す ると 、「ふる 歌め しける に」 とい ふ 意味が 忠 見き 身の ふる 歌 か、 或 ひ は 忠岑の 歌か^ だ暖昧 である。 

この 歌 は义新 古今 桀雜 下に も 出て ゐ るが、 八 代 集 抄本の 詞書 によれば、 

歜奉れ とお ほせられ けれ は忠岑 かなと かきあつめて 奉りけ るお くに 書つ け  る 

とあって • 「忠岑 かなと」 と 甚だ 不明瞭な 書き方 をして ゐる。 とまれ、 自撰他 撰に 論な く、 只 至尊の 御 召に よって 家染 

を 奉った ことが この 例で も わかる ので ある。 

又能宣 築に は、 類從本 系統の 本鼸 | 輝 もと 本願 寺 本 系統の 異本 I3lil&jg3 ま^^ 三 とが 存在す るが、 木 願 

寺 本の 卷頭 歌の 詞 害に は、 

それ 卅 一 字の 詠 わつ かに 家風 を あ ふけと いへ とも 萬 葉 集の つたへ すてに 古賢に およ ひかた しこ k に 男女 會 襖の ゆ ふ へ 芝 蘭 を 

もてち きりをむ す ひ 遊 入 餞 達の あか 月 盃酌を さ」 けて わかれ を. >- しむ そのほか 月 をみ 花 を もて あそむ 候いた る ことに 興に の 

りこ 乂 ろ さし を い ふ ときに あらす と い ふ ことなし しかる を ある い はくち に 詠して その 草 をと 乂 めす ある いは ふて にお ほせて 

この 心しる さすむな しく 數年 をお くりて よりこの かた 圓融太 上 法皇の 在位の すゑに 勅 ありて 家集 をめ す 今上 花 山^ 代 また 勅 

(本ノ マ 、 )  一本 ノ 

ありて おなしき 集 をめ す このと きに あたりて かさねて 乾 葉の 草 ひろ ひて なまし ひに 蒌 花の こと は をあって は 努 のぬ^ はる 

にう やま ひて みたり か はしく^の 風 を そしる とい ふに 藏人 所の 男と も 春 花み に まかりいて たる ひ雜 色す ゑ ひら 蔵/、 になり て 

二 私^集の 成立^ 情  七 
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侍 かりうた つか はすへ しと 申せ は 

はなの いろ をみ るに つけつ 、もろともに をり しむ かしの 人 そこ ひしき (本願. HF14) 

とあって、 これに 依れば 阆融院 の 御 在位の 末、 卽ち天 元の 終 か 永觀の 初に、 圆融帝 は 勅命に よって 家桀を 召され、 次 

いで 花 山 帝 も 亦 m, ねて 私家 桀を 御召しに なった^ 實が 知られる ので ある。 この 勑命 は能宣 一 侗 人に 下った もので はな 

くして、 恐らく 常時の 歌人 一 般に 下され、 各々 その 家集 を 奉らし めた もので あらう。 花 山 天皇 を 「今上 花 山」 と 申し 

てゐ るので、 この 勅官： は 勿論 天皇の 御 在位 中に 下った ものである。 さすれば 花 山 帝 は永觀 一 一年より 翌年の 寬和 元年 迄 

W か 一 ーケ年 の 御 在位で あつたので この 勅命 も その 間に 下され、 從 つて 異本 能 宜集も その 聖^に 感激して 答へ 奉った 

ものと す 比ば、 それ 成立 年代 も ほぼ 推定 出来る わけで ある。 とまれ か- -る兩 帝の 勅命の 宣下と いふが 如き 大 なる 社會 

的^ 忭は、 私^^の 成立に 最も 關係 深く、 恐らく か.， -る 機會に 諸家の 私家 槳は 一時に 多量に 製作され たものと 考へ ら 

れ るので ある〕 

融. 花山兩 帝が 如何た る H 的を以 つて 私家集 を 召され たかは 判然と しないが、 憶 ふに これ は、 勅撰集 撰述の 爲の 

準備 行動で あつたので あらう。 古く は 旣に萬 葉 集の 桀 成に 當 つても、 私家集 は その 編 幕の 重要な 要素 をな して をり、 

古今 • 後 揹兩^ 勅撰の 場合 も 亦 私家 桀 より 多く 取讨 された 様で ある。 かく 考へ來 ると、 この 兩 帝の ニ囘 にも 亙る 私家 

椠獻納 の^ 莨 は、 この 時旣に 後の 拾遺 槳御 勅撰の 御 志が 萌して ゐ たので は あるまい か。 今 假に然 りと すれば、 拾遺 集 

御 撰述の 御企阖 は、 花 山 帝に 始まった もので はなく して、 旣 に圓融 帝の 御 芳志の 裡 にもあった ことが 推測 出來 るので 

ある。 


又 大銃太 政 大臣 伊 尹の 條に、 

このお とと は 1 條攝 政と 申しき これ 九條 殿の 一 男に おはします いみし き 御 集つ くりて 豐景と 名のらせ たまへ り 

と あるので、 謙德 公^ 尹が 自分の 歌集 一條 攝政集 を 作った ことが わかる。 かくの 如く 當 時の 王朝 货紳 の^で は、 自己 

及 その 一門の 家粲を 作る こと はあり 得た ことで、 後 拾 遣集卷 十八に は、 

伊勢大輔が 集 を 人の こ ひに を こせて 侍け るに つか はすと て  康资王 母 II 大 

たつね す はかき やる かた そな からまし むかしの なかれみ くさつ もりて (八 代 集 抄本) 

と あるが、 これ は 伊勢大輔の 女の 所に その 母の 家集が あって、 それ を 他の 人が 借りた こと を 示す ものである。 

又 この 時代に は、 自家の 家集 を 作る と 同時に、 他家の^ 集 を 借用して 寫す こと も 亦 盛んであった。 類從本 逍辨 集中 

こま、 

. 元 輔か集 かりて かきつけし 

玉章に 心のう ち は しきりにし を 身 は い つかた のけ ふりなる らん 

と あり。 又 後 拾 遣桀卷 十八に も、 

迓之か 集 を かりて 返す とてよ み 侍け る  惠慶 法師 

ひとまきに^  y の こかね を こめ たれ は 人 こそな けれ こ ゑ はの これり (八 代柒 抄本 ソ 

と ある ことによ つても、 元 輔^ や^ 之 第 等の 私 ^架が、 手から 卩に 咨 き お さ れ て 行つ た - - と が 明かで ある。 

然ら ば. h 、に、 如 3： たる 必^の 爲 にかく 私 {K^ が 製作され、 且つ又 多くの 人々 によって^: n された かとい ふに、 それ 

二  ； 成立 九 
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は 私^^が、 ； 歌人の 歌 を觀^ し、 その 歌風 を 畢ぶ爲 のい はば^の 敎科 |{! 的な 役割 を^す のが その 一面の 原 W でも あ 

らうが、 その他に、 平安朝^ 代 は 和歌が 極度に その 機能 を發梂 した 時代で、 室 內 遊戯た る 歌合の 具に 供せられ、 勝敗 

を ゆ ふ 物と して 使 川され たり その外^ 合- 萆 八：： 等の 八：： せ 物に 附隨 し、 戀 愛の 媒介と しての 贈答、 綺道 と^びつ いて- 

W 風拊. ゆ 子紛. 淤 等に 盛んに W ひられた のであって、 これ を換 In すれば、 歌が 實用 化され、 社會 生活の 各部 分 

に^ 透して 行った 時代で ある。 されば、 王朝 人 は 絶えす あらゆる 場合に、 あらゆる 種類の、 例へば 歌合の 時 は 歌合に 

適應し た^を、 懋 愛の 贈 は それに 最も ふさ はしく、 碎 風繪、 障子 繪、 葸， 手 繪の歌 は 又 その 自らの 様式に 適った 様 

に湫を 詠む こと を 自然に 要求され、 i つ 訓練され たのであった。 こ k において 必然的に 起る 欲求 は、 これらの 歌の 實 

例 乃お 先例の 兑 本^で、 この 欲求に 幾分で も 答へ たのが 私^ 柒 である。 されば こそ 私家 蕖の 内容 を 見る に、 その 大半 

は、 歌 八 u の 歌、 贈 化； *、  W 風 歌 等で、 歌集の 組織 編成に 常っても、 か X る 歌 を 別々 に 一 群と する 様な 意識が 見え もす 

るので ある。 

以上 述べ 来った ところ を 要約 すれば、 私家集 成立の 事情 は、 純粹な 創作的 感情より 出發 する 場合、 勅撰集 編纂の 素 

付と して、 叉 軍なる 至尊のお 召に 應 じて 私家集 を獻納 する 場合、 特定 歌人の 作風 を舉 び、 且つ 觀賞 せんとす る 要求 や、 

湫合の 場合の 理論的 指^ 書と しての 所謂 髓腦と 呼ばれた 歌舉書 以外に、 その 作例 を 豊富に 含んだ 歌集、 戀愛敎 科 書と 

しての 歌桀 ？ 蹄 pigii§f?^^ ^埸 繪書 に附隨 した 和歌の 實例集 等に 對 する 要求 を 滿す爲 に、 私家集 は 製 

作され たので ある。 それ 以外に、 ある 個人 を 記念す る爲に その 人の 歌集 も 作られた であらう し、 色々 な 原因で 私家集 

は發 生した もので あらう が、 主として 以上 舉 げた 如き 大きな 社會 的な 因由に 基いて 成立した 様に 考 へられる ので ある。 


三 私家^の 異本と その 性質 

以上の 如く 私家集の 成立に 關 して は、 色々 な 場合が 存在し、 從 つて それらに 原因して 異本 も 亦 おびただしく 發 生す 

る ものである。 筋 を 持つ 物語、 公的な 勅撰 桀、 日時 を以 つて 統一され る 日記 紀行 等の 形態 は 的で あるが、 これに 

反して 私家集 は、 要するに 歌の 集積に して、 私的な 氣輕な 性質なる が爲 に、 その 形態 は 極めて 流動的で ある。 されば 

私家集の 場合、 その 順序： 配列 を 勝手に 變更 し、 歌 員 を增補 削減し、 その 詞書を 變更し 得る こと はすこぶ る あり^べ 

きこと である。 

次に はか >- る 異本 は、 その 分量 • 組織- 詞 書に 於いて、 如何なる 異同 を 示す もので あるか、 その 異同の 狀 態に 就い 

て觀 察して 行き度いと 思 ふ。 

第一 に 分量で あるが、 これ は增 補され て增 加す る 場合と、 削減され て 減少す る 場合と が ある。 埒 補の 場 八；： は In 秫本 

の 異本 同志の 接觸 によって なされる 場合、 異種 歌集の 歌が 添加され る 場合と が あり、 ^減 は 拔萃. ^丁 等の^ 介 生す 

る ものである。 以下 諸 例に 就いて これ を 見たい。 

(ィ) 同種 本 相 M の接觸 による 增補 仲 文 壞は大 體類從 木 及 歌仙 家笫 本の 兩 系統に 分けられる 。岡^:^ 所铋の 一本 

は 歌仙^^ 木と 殆ど 等しい が、 最後の 「かづきけ む 蟹に もとはむ」 の 歌の 次に、 三十 二い：：： を^ 袖して ゐる。 

gltft 所蔵 w 方 集の 二 本、 Cf や, 一一) 木 一一  1) 木 は 全然 同一 たもので あって、 類從 木と は 歌の 順" ± を 匁に する W 木で 

あるが、 その 巾に、 「^方 ^異本 也」 「义 異本」 と 書して、 他の 歌 を 書き 加へ てゐ る。 

.•-  ^^^の3^本とそ0^質  一 1 
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輿 風^に は類從 木と 歌仙 ^菜 本との 二 系統が あるが、 團 琢磨 氏 藏俊成 筆 興風槳 は、 前 牛 は 歌仙 家桀 本より 二 首 多き 

外 全然 同じで ある。 この 木に は、 歌仙 ^桀 本の 最後の 歌 「うく ひす は」 の 次に^ ちに、 

あき ふくはい かなる いろの 風 なれ はみ にしむ はかり •  あはれ なる らん 

としは そての うへ にみ るかな 


つねの あきはく さの 

とあって 脍 {:: を あけ、 

二 

はるかす みたな ひく 

こぶた ゑすな け や う 

おろから にわかな は 

わか こ ひ を しらむ と 

おも ひに はき ゆる も 

なに かその なのた つ 

このはち る う ら にな 

しほの よる あと ふみ 

う r-  V. 力く  *A りくる 

きみこ ふるな みたの 

中宮 哥 合に 

しらなみに あきの こ 


はに のみお くつ ゆ を こ 


山の わかなに も なりみて しかな 

くひす ひと、 せに ふた V ひ ヒ た 

たちぬお みなへ しいさお なしく 

なら はた このうら にたつ らんな 

のぞと しりな からけ さし もな に 

ことの をし からむしり てまと ふ 

みた つ あきなれ はもみ ちに はな 

とむ る はまちと り ゆく^も なし 

ゆき はしらな みのす ゑの まつ 山 

とこに みち ぬれ はみ をつ くしと 


ひと もつ む やと 

にく  、き はるか は 

はたちよ りて みむ 

みのうす を かそへ よ 

k おきてき つらん 

はわれ ひ とり か は 

もさぎ ましり けり 

となき の みそす る 

こす かと そみ る 

そ 我 はなり ぬる 


の はのう か へる を あまの なかせる ふね かと そみ る 


と ある。 餘白 をお いて 二と して 歌 を 書して ゐ るので、 これ は 明かに 補と 見られる。 然るに 阖書寮 所藏の 異本 與屈^ 

Cf? おはこの 圑氏 本と M 一  系統の 本で は あるが、 餘， H も 二の 字 もな く. 普通に 書き流して ゐる U  乂 この 本で は、 その 

外、 「しらなみに」 の 次に ^に、 

亭子院 女 八宮哥 合に 

あかす してす き ゆくはる をよ ふこと りょひ か へ しつ ときても つけなん 

^て かゆる 心 あかね はさ くら はなさけ る あたり はやと やから まし 

たのまれぬ はなの こ k ろと おも へ はや ちらぬ さきより 鷥の なく 

ふり は へ て はなみに くれはく らふ 山い と 、かすみの たち かくすら む 

吹かせに とまり も あ へす ちる とき はや へ 山 ふきの はな も かひな し 

はなの ちる こと やかな しき 春 かすみた つたの 山のう くひす のこ ゑ 

亭子 院哥合 

(了)  . 

なみた かはい かなる みつに な かるらむ なと 我戀を けつ 口の なき 

女の もとより 心さし の ほと をな むしらぬ とい へり けれ は 

わかこ ひ をし らんと なら はた このうら にたつ しらなみ のかす を かそ へよ 

おも ひに は き ゆ る もの そとし りなから けさし もな に k おきてき つらん 

と 九 首の 歌が 加 はって ゐる。 これ は M: 一  本が 段々 とその 分量 を增 大して 行く 過程 を：？ ひ はる^ 例で ある。 

一  夹^ 8) の卷 末に は、 「他 本」 として、 この 木に なき 六十 九 竹ば かりの 湫を附 加して ゐる。 

§^.^00^^ に は、 

二 私家 mcsll: 本と その 忭^  1 HI 
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よのなか をな に、 たと へん 冬 を あさみ ふるとみ る まに かっき ゆる 雪 

ZT 他 木 nnt 奥 入 了 

天 十^! II； ；パ， l>n 炎 屮& ふしても ねられぬ ころな りおな しく はお きても あかさむ と 思 ふころ にものい ひて あそ ふ へき 

人と もな しなに わさ をして か あかさむ やみの よの てむ はかり をた にかき と乂 めむ とて かく 題に もものお ほえす かきつけ 

ためり あは.^ 藤 六 か あらまし か はこのお りに やと ひて みつくき の ゆく すゑ まてお かしき こと はな かして まし かし 

昨 n こそ^に なりし かすみの えの 松 も 色 こくみ ゆるけ ふ 哉 

以下： 十 の 歌が ある。 r 以他木 门^ 奥 人 了」 と あるので 以下^ 柿た る ことが 明暸 であるが、 おしこの 註が 書寫の 

^^き^された 場 八：： 等に は、 * 原木に 三十 補され た 一 異本が 新に 生れる ので ある。 

^輔^^ 仙^ 木の 卷 末に は 「他 本 歌」 として 二十 首 を 追加して ゐる。 

铋雅綱 ^小 大^ もん & 一一) は 類從木 系統の 本で あるが、 その 奥に、 「た ほんの-つた」 として 十六 首の 歌 を 書き 加 

へて ゐる。 

H 齊^^ ^方^ cf^;!o は、 卷 頭に 四 首、 卷末 にも 亦類從 本に 無き 歌を附 す。 大體 類從本 系統で 大異は 無い が、 只 多 

少の 歌數の 出入が ある。 

a$* 本 淸愼公 集 (五 g& の 卷末を 見る と、 

春雨 も 時に した かふ 世 中に いま はふる そと 思 ふかな しな 

これ はの ちに き、 たる を 人の かきつけ たる 


かさ e み^ひて しぬ へき こ、 ちす る を さりと もし はしと かくな せ させ 給 ひそと 經 よまん の 心 持と 女御 殿に 夢 7T たまむ 

ける をお ほし しれ 給 ひて とくお さめ たてまつり 給 ひて けれ はう への 御 夢に 

人後 了 

しか はかり 契し もの を わたり か はか へる 程に はか へす へし や は 

又のと しの 秋ち k きみの ゆめに 

きて なれし 衣の 袖 も か はかぬ にわかれ し 秋に なりに ける かな 

なく 成た まひて 後 七月 許に 淸 曰そう つの 夢に おと、 のお はする ところに もの をへ たて & あにの 少將 はもの 思へ る さま 

にて おはし この 君 はこ 乂 ちょけ にて さう の ふえ を 吹 給 ふと みれ はた k 御 くちのなる なわけ りなと か 母上の あにきみ よ 

り もこ ひ 給 ふに 御 心ち よけな りと きこ ゆる を あはす とお ほした る御氣 色に て かくの たま^ 

しくれ と は 花 そちく さに ちり まか ふなに 故 鄕に袖 ぬらす らん  . 

花つ みあつ めて 

心に も あらて あ ひみぬ とし 月 をけ ふまて 花と つみて ける 哉 

かへ し 

(了) -  , 

うつろ はぬ 心なり せ は 年月 を 花と つみて 「しみす そ あらまし 

こしょ 「おお も. * にした かふ」 で 終って ゐる ところに、 「これ はの ちに き、 たる を 人の かきつけ たる」 「人後 丫」 とい 

つて、 ；：^ ：： の 歌 を 後人が 補 入した こと を 明瞭に 斷 つて ゐる。 その外 阖 書 寮 藏近綱 母 集 Cfg 一一) の卷 末に は餘 ，= を ffi き、 

「他 木」 として 九 竹の 歌を狨 せ、 類從本 小町 集の 卷 尾に は 「他 本哥」 として 十  一 ^、「叉 他 本」 として 五^ を、 Mt 

にも、 「 一 木 所載 哥」 として 各々 十四 首、 十 首の 歌を附 して ゐる。 

(a) 異種 本 相互の 接觫 による 增補 恶慶^ 圖 害^ 木 Gi^§) は類從 本に 比して、 約 ニ^ 足らす の欤 をお する て 

一：： 壤 本と そのれ S  1 五 
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あるが、 か、 る ^^は、 ー兀輔 ^*效 輔^ 兩^ の 歌 を卷 末に 附 加した に 某 因す る もので、 同秫^ 家^の 接觸 によって そ 

の 分母： を^ 加す ると 共に、 一方^ 秫 私^^との 接觸に 依っても 亦 その 量 を增す ものである。 これ は 卽ち紫 式部 日記 歌 

が、 異木^ 染衞 I： 染の 一部 を 似 して ゐ るのと 向找 である。 

(ハ) 勅撰集との 接觸 による 增補 歌仙 家^ 木忠 岑槳の 奥に、 「雖 人^ 不昆 家桀 歌」 として、 後 撰 集 以下 綾 古今 蕖ま 

での 歌 十-ぶ：： を^げ てゐ るが、 これ は 勑拢^ により 附 加した ものである。 か k る 例 は 多々 あるが、 歌仙 家集 本 仲文桀 

に は、 「撖 人^^ 不见^ ^^」 として 二 首 を、 同 木 是则染 に は、 r 雖在 槳不載 家集 哥」 として 六 首 を、 又 同 本 及 類 從本小 

大^^に は、 「人^^ w」 として 二 宵 を 人れ てゐ る。 その外 歌仙 家槧 本敉 基槳に は 、「入 拾 遣 集哥」 として 一首 を 記載し 

てゐ るが、 お 个-ハ 介 成耷の 校合 本に よれば、 その外 一首 都合 二 首の 歌 を 載せて ゐる。 又躬恒 集の 歌仙 家集 本に は、 その 

奥に 拙 足の 跡 は 兌えない が、 成 章の 校合 本に は、 「雖人 槳不載 哥」 として 一首の 歌を附 加して ゐるリ 

以上 は^ 加され た 諸 例を舉 げたが、 次に は 削減の 例 を 示したい。 

小 大^^ は 類從本 • 歌仙^^ 本 共に 相等しき も、 本願 寺 本 • 圖 書寮藏 歌仙 集 本 • 同 寮所藏 一 本 も 三本 共 皆： In 

性^: にして、 等しく 類從本 系統で あるが、 「^ひても ありと 賴め は」 までで 終り、 その後 を缺 いて 居る。 その外 圖書寮 

所^の^ 本 小 大^ 集 ハ^^) は、 歌數 僅かに 二十 四 首の もので、 その 紙 織の 相異 せる 點及 分量の 僅小ノ なること では 如何 

なる 小 大君 桀 とも 異 つて ゐる。 これ は 或 ひ は拔萃 木で あるか も 知れぬ が、 兎も角 他の 同種 傳 本に 比して、 特殊な 事情 

の もとに 成立した もので あらう。 

柿 木 集 阖軎寮 蔵 歌仙 笫本は 歌仙^ 桀本 系統 なれ ど、 その 中 r 畿內 五箇 國」 の 歌を缺 いて ゐる。 


阅喾 寮所藏 の 伊勢 笫 一 I) は 歌仙^^ 本 系統 の もので は あるが、 「卯の花の 匂 ふ 盛の」 迄 あ. つて、 それ 以下 は 無い。. 

これ はこの 木が 後半 を脫 略した のか、 或 ひ は 歌仙 家集 本が 增補 された ものである かどちら かで ある。 

赤 人 集の 傅 本 中、 類 從木及 歌仙 家集 木 は 同一 系統の もので は あるが、 歌仙 家集 本 は類從 本の 卷初を 巧 十^ば かり 缺 

いて ゐる。 之 は 或 ひ は 落丁 等 の 機械的な 原因に よる もので あら う。 

圖書寮 本 重 之 集 (H§ 一) は歌數 僅に 四十 三 首の 少量な ものであるが、 か、 る もの を增 補して 他の 分量 多き 重 之^が 生 

じたと 考へ るよりも、 寧ろ 拔萃 して か-る 形態 を 取る に 至った もので あらう。 而 して 拔萃の 例 は 他に もあって、 架攻 

の 貧 之 家集の 奥 書 を 見る に、 

此 作者の 家集 は 三千 首 はかり 有 を 今 は 用な きとて ぬき かき 五 百 首に あつむ 和歌の 浦風 は 和歌 三^の ちから を そへ て 歌 近に 達し 

たる よしをよ めり さる 程に ちか ひのう みの 雲 そけ ぬめる と をく は 心に くらから ぬ ゆへ にや 

と ある。 勿論 この 拔萃は 後世に 於いてな された もの. では あるが、 か-る 事情 は 何時の 時代に も あり^た ことで ある。 

叉 阅書寮 所藏の 歌仙 桀本高 光 集 は、 類從 本、 歌仙 家槳 等の 流布本が 四十 三 首 を 含んで ゐ るのに 對 して、 百 十一：：^ の 多 

量な. ？： 容を冇 して ゐる。 これ は 流布本 系統の 本を增 補した とい ふよりも、 その 机縱狀 態より 云って、 この 本より 拔^ 

して 流布本が 生じた もので あらう。 

又 額從 木に は、 「露^も とまらぬ やとに」 の 次に、 「题 闕」 となって ゐ るが、 阖ポ" 寮 本惠麼 ^ぐ. では その 所 

が^の 如くな つて ゐる。 

また あると ころの 御： S 風の 哥 中の 帖 はるの i にた か、 りする 人 は なをみて ゆく 

コ一 私家集の 興 本と そ c 性 一七 


私家^の 硏究  一八 

かりに ゆく われ はし たかはす^ なから はなに こ X ろ を そらしつ る 哉 

はるの 、にこまと く を：：^^ 所 

わかくさの 酑^ においた つ はる こま はい つれの あき かひかん とすらん 

うみの つらに ふちの はなさけ り ふねよ せて 人 おらむ と 思 ひて 侍 所 

こくふね もき しの ふちな みたか けれ はまつ こ x ろ を そよ せて をり つる 

か V る 部分的な^ 略 は、 一^の 落丁 等の 爲に往 々にして 生じ 易い ものであって、 か i る 例 は類從 本源 順桀 中に も あ 

る。 

この 外 M 害获本 齋宫 女御 集 (^一一 一) に は、  ， 

r あ ひしれ りけ る 人の もとより きて すけに ふみを さして これ はいか k みると い へりけ るに よめる 

飞し ら す けの ま 野、 はき はら ゆく をく さきみ こそ みら め まの k はき はら 

とあって、 この 二：： を 見せけ ちに して ゐ るが、 かくの 如き 除去され る 歌の 取捨に 際しても 亦 歌 數の增 減 を來す 場合が 

ある。 

以上 仏^^の 分量 は 如何なる 場合に 增補 削減され る もので あるか を、 諸 例に 就きて 說 明した が、 次に は 第二と して- 

私. IMis- の 組織 卽ち 歌の 配列. 順序が 諸 本に より 如何に 異 つて ゐ るか、 叉 その 異同 混亂の 原因 は奈 邊に存 する か を、 實 

例に 卽 して 鮮明に して 行き度いと 思 ふ。 

扨 私家集の 糾蛾を 見る に、 整然と 部 立 を 設け、 分類 統一 した ものと、 それと は 全然 反對 に、 何等の 秩序 もな く只雜 

然と 集められた 雜寡 的な 家集と が ある。 憶 ふに 前者 は 編纂 者が 意識的に 分類 形成した もので、 後者 は 極めて 漠然と 無 


意識的に 桀 成された ものである。 卽ち 前者 は、 分類 意識の 濃厚なる 點に 於いて、 批判的で あり、 自省 的で ある。 か k 

る 形式 は、 素衬を 客觀^ した 結采 より 生す る もので、 作者 以外の 第三者の 他 撰になる 場合の 方が 普通で ある。 それに 

引き かへ、 雜幕 的な 家集 は、 分類 意識 以前の 所產 にして、 無批判、 沒 理性的で、 且つ 感情的で あるが、 か-る 形式 は、 

私^^と しての 原始的な 形態 を 暗示す る ものである。 以下 大略 組織的な 私家集と、 否 組織的な 私家 槳 とに 分って、 そ 

の 性質 を考 へて 行き度い。 

(ィ) 組織的 家集 莨 之 桀の傳 本 中、 本願 寺 本 •！！ 書寮藏 歌仙 集 本. 類 從木. 歌仙 家 桀本は 同性 質に して、 池 

鑑氏 所藏及 架藏の 一本 は、 これらと M 系統の もので は あるが、 詞書を 異にして ゐる 。林 ilssslls は f ？^， これ 

らは皆 十卷に 分れ、 第一 卷 より 第五 卷迄は 舁 風の 歌で、 四季の 歌 を 多く 收錄 し、 第一 卷 • 第二 卷ま では 歌 を 年代順に 

配列して ゐ る。 第 六 卷は戀 部、 第 七 卷は賀 部、 第 八 卷は別 部、 ^九卷 は 哀傷 部、 第 十 卷は雜 部と 明 C に 部 立 を 立て、 

整然とした 形式 を 整へ てゐ る。 

家持笫 は大體 歌仙 家桀 本、 類從 本と この 二 系統の 傳本を 有する が、 歌仙 家集 本 は、 ni. 春 •  I 歌. 秋 歌 • 冬 歌 . 雜湫 

と 部 立 を 立て、 類從本 は早赛 部 • 芨部 • 秋 歌 • 冬 歌 . 戀部 • 雜 部と 备々 部 立 を 立てて ゐる。 

類 從本柿 木^ は、 春. 夏 • 秋 • 冬. (天象) . (地 象) •  I で 旅 • 五畿内 歌の 順序で 整理され、 圆喾 寮所藏 の^ 長 木 人 

麿 集 ヨ^)^ ^??^^=§^^ほ|^ は 上中下 三卷 で、 上 卷を春 部 • 夏 部. 秋 部 • 冬 部、 中卷を s、 下 卷を旅 

行 部. 哀傷 部と 分類して ゐる。 

是則集 は管兑 の 及ぶ ところでは 異本な く、 皆 同 系統の 本で あるが、 本願 寺 本に よれば、 この^ は 、春 秋. 冬. 

一二 私家 i*SB^ 本と そのれ S  一九 


私 の硏究  no- 

lo • 雜の 分類で 統 一 されて ゐる。 

海人 卜 子^^も^ 本な き染 であるが、 これ は、 存 • S • 狄 • 冬 • あはぬ 戀 • あ ひての 戀 • わかれ • 無常 ，いのりと 

格 然とした 分^ をお し てゐ る。 

源 順化 は^ 從木 では、 径^ を^  •  "P!  • 秋 • 冬 • 思 • 戀 • 祝と 分ち、 その後 半 は ほぼ 年代順に 配列され てゐ る。 但し 

阅齊寮 所铋の 一.K{lgi) は 「被 小 和歌」 と. 5： 题が あって、 上下の ニ卷 にわかれ、 

天^ 御 時 御 S 風 和歌  立春 日 

け ふとくる 氷に か へ てむ す ふらし 千と せの 春に あはん 契 を 

の湫 を上卷 の^:: g 歌と し、 類從 本の 卷頭を 下 卷の卷 頭と して ゐる。 卽ち この 本で は類從 木の 下卷 が上卷 となり、 上卷 

が下卷 となって ゐ る。 然るに に はこの 本 以外に 一本 Cfgi 一一 一) を藏 する が、 これ は類從 本と 內容 順序が 等しい。 只 

上卷 の^ 初に、 お^に 投 した^ 致で、 「綏小 草 内 和歌 源 順 或 本 以之爲 下 卷始」 と 書し、 下卷 にも 同筆に て、 「綾 小 草 

和歌 下卷 源 順 或 本 以之爲 上 卷始有 共 理歟」 と 註記して ある。 この 本の 奥 書 を 見る に、 

這 集 定家卿 大姉八 條院坊 門 局 之 眞筆無 疑 上下 卷之始 其 外 所々 被 加 黃門筆 尤可爲 證本者 也 元 和 五 年 六月 十日 羽 林郎藤 (花押) 

と あるが、 この 本 は 勿論お 家 筆 本ではなくて その 轉寫 本で ある。 併し この 註記 をお 家が 書いた とすれば、 定家は 前述 

の 加き 本 を 見て ゐ たこと になって、 か-る 兩本 は旣に 王朝 期に 於いても 對 立して ゐ たこと を 知る ので ある。 然 らば こ 

の 集 は、 轼小草 内 和歌と して 發 生し、 後に その 標題 を 落し、 上下 兩卷の 順序 を轉 倒して 類從 本の 如き 形態 をと るに 至 

つた か、 それとも その 反 封で あるか は遽に 斷定し 得ない が、 とまれ 判然たる 分類 意識に 依り 纂錄 された こと だけ は 確 
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かで ある。 

躬恒桀 の 類 從本及 歌仙 家集 本は異 系統の 本で は あるが、 その 組織 は 等しく 雜纂 的で ある。 然るに HUE 寮 所蔵の 異本 

躬恒集 二種 は、 相互 その 組織 を 異にする 本で は あるが、 組織的なる 點 では 兩老 相似て ゐる。 (^お 本と (flsy 木と は 

全然 同一 であるが、 この種の 本の 歌の 配列 順序 は、 最初に ：$ 風 歌、 その 次に 歌合の 歌. 獻上 歌、 最後に 忠岑. これ ひ 

らの膾 答 歌 を 配列して ゐる。 そこに 明かに 分類 意識 を 看取し 得る ので あるが、 他の 一本 (fj^ ーハ) の 組織 を 見る に、 獻上 

歌 *iw 合の 歌 *屛 風 歌と なって ゐて、 前 本の 組織と は異 つて ゐる。 兩本 問に は 多少の 歌 員の 出 人 は あるが、 大部分 は 

兩本 共通 の 歌 を 各々 有して ゐる。 今兩 本の 糾戗を 次に 比較して 見たい。 
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右の 表の 如く、 この 兩 本の 歌の 配列 順序の 相互 關係は 一目して 明瞭で あるが、 かく 素 を ほぼ 等しく した 二 木の 机縱 

を、 かくの 如く 變 化せし むる こと は、 單 なる 機械的な 原因に 基く もので はなく して、 必 すゃ侗 人の 意志が 働き、 その 

意 闘の ま i に 糾^ を變更 せしめられた ことが 明かで ある。 卽ち 私家集の 組織 は、 侗 人の 意志に より 改變 せしめられる 

ものである。 

(口) 否 耝據的 家集 私家集 中 組織的， な 家集よりも 否 組織的な ものの 方が 遙 かに 多く、 その 例 は枚舉 に^なき 有樣 

であるが、 ^では その 一 部 を 示す ことにする。 

齋宫 女御 第の 諸 本 中、 類 從本及 歌仙 家集 本 は 同 一 系統 本なる も、 圖書寮 所蔵の 一 本 は これら 流布 木と 比 校し て^し 

三 私家集 本と そ C 忡質  二三 


私^^の W 究  二 四 

き 與：： I： が ある。 卽ち、 

1 この 木で は 、「秋の 口の あやしき ほとの」 の 前に 類從 本に 無き 歌が 七十 四 首ば かり 存在す る。 

2 又 「秋の 日の」 の 次に  一 in; の 餘，； ：： があって、 類從 木に ある 一 一十一 一首 を 缺き、 「あめ ならても る 人 もな き」 の 歌よ 

り 次 を 寄き 始め、 「こち 風に^ きもいて ぬ」 まで 類從 本の 順序通り であるが、 それ 以下 は 順序 を 異にし、 五六 首ば 

かりの 歌の^ 滅を雙 方 共有して ゐる。 

次に は 木 願 寺 木で あるが、 これ は 流布本と も、 前述の 圖書寮 本と も異る 本で、 今 便宜上 類從 本との 相違 點を 列擧す 

れば 次の 如くで ある。 

1 ^頭より 「かけみ えぬ 淚の ふち は」 迄 は類從 本と 同様で あるが、 次の r 隱れ ぬに おふる 菖蒲の」 の 一首 無く、 

その代り 颠從 木に 無き 歌 七： in を 人る。 

2 「なれ ゆく は & 世 たれ はや」 か 「おな より、 「か、 らても 雲井の 程 は」 迄 歌の 出 人が 激しく あるが、 ほぼ 同 

じ 順^: である。 

3 「みた 人の そむき はてに し」 r 大 よとの うらた っ浪 の」 の 一 一首 無き 代り、 四十 八 首ば かりの 歌が その 間にある。 

4 「わくら ばに 天の河 浪」 以下の 歌 は、 その 順序 を 異にして 全部 牧 蔵して ゐる 外に、 約 百 三十 首ば かりの 類從本 

に 見えぬ 歌を附 加して ゐる。 

以上の 撿 討で、 齋宮 女御 集の 傳本 中には、 全然 組 蛾 を 異にした 異本の 存在す る ことが 明白で ある。 

義本 m の 流布本 は類從 本で あるが、 これに 對 立した 二種 類の 異本が 圖書 寮に 存在す る。 (ま 一 一二) 本と GS® 本と は 全 


然 同じ 性質の 本で 一 系統 をな して ゐる。 又 この 外に 本 及 本 は兩者 相等しく 刖 系統 をな すが、 个 この 三 s 

類の 系統 木の 性質 を 見る に、 歌の 順序の 相 前後す る もの、 歌 員の 相互 增減 する 箇所 等の 相逮が あるが、 大 ！g より 云つ 

てこの 三 系統 木の 保有す る 歌 は 相互 共通なる ものが 多い。 卽ち 同様な 材料 を 用 ひて かく 三 様の 糾織 形態 を 取る と 云 ふ 

こと は、 その 原因が 只單 なる 機械的な 錯簡、 落丁 等に 據る もので はなく して、 個人の 乎が 加 はり、 その^ 識が 投影し 

た 結 梁に よる ものである。 猶か、 る こと は 信 明 集の 場合に も 云 はれ 得る。 

信明桀 の類從 木と 歌仙 家槳 本と は兩者 全く 相等しい が、 圖書寮 所藏の 一本 cf^io は、 類從 本の 卷 如より 叫 十八^： ! 

の 「とし ふれ はわ すれ やせんと」 を その 卷頭 歌と し * 「おも ふこと ありて ひさしく」 まで 多少 歌の^ 減 は あるが、 大 ！g 

類從 本の 順^と 同様で ある。 その 次に 「春 日 野の 野 守と」 以下 「ねの ひして かへ るいの ちの」 まであって、 その後に 

五 首を附 加し、 「ほと、 きすき k わたる」 の 歌で 終って ゐる。 これ は その 組織と 分量と が 如何に 異 るか を 語る もので あ 

るが、 更に 又 同 寮 所藏の 歌仙 桀本は 糾織及 分量に 於いて、 前述の 木 及 流布本と は 全然 異 つた 形式 を 取る ものである。 

SHI 家桀 中に、 か k る 異本が 對立 するとい ふこと は、 私家 桀の糾 織が ^しく 流動的 なること を 示す ものである。 

猿 丸^の 類從本 • 圆 書 寮藏本 同一 本 (^や) を 比較す るに、 この 三本 は 大體同 系統の もので は あるが、 歌 数 

及 その 配列 順序に 相違が ある。 . 

忠岑桀 の類從 木と 歌仙 家集 本と は、 その 組織 及採收 された 歌 等 しく 相異 つて ゐ るが、 圖書寮 本 0^ 一一 一；) は、 これ 等 

^木に 無き^ 歌 や、 躬恒笟 所載の 躬恒 • 忠岑の 贈答 歌 等 を 含み、 歌數及 歌の 順序 等 流布の 前記 一 一本と は 全然 相^して 

ゐ る。 

三 私家集の^ 本と そのれ 質  二 五 
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公忠^ は 類從木 . 歌仙 家^ 木 • 本願 夺本等 皆 同 一 系統 本で あるが、 圖書寮 本 (sgij) は少々 その 趣 を 異にして ゐる。 

卽ち この 本 は^ 從 木の 歌 を M じく 保冇 して はゐ るが、 その 配列 順序 は逮 つて ゐて、 「古 も あらしと そ 思 ふ」 以下 は 無く、 

この 木に 有って 類從 本に 無き 歌が 六 首、 類從 木に あって この 本に 無き 歌が 十六 首を數 へて ゐる。 

小町^の^ 從 本と 21 齊 寮所藏 歌仙 桀 本と は 相異る 異本で あるが、 この 兩 者の 取 付せ る 歌に は 共通な ものが あるが、 

その 配列 順^ は 全然 異 つて ゐる。 

* 件 法^^の II 齊寮铋 湫仙集 本の 歌數 六十 五 首に 比して、 類 從本は 九十 七 首の 多き を 有し、 量の 上より 云っても 甚 

しく^る が、 岡^:.^ 木 は^しく 順序 を 異にして、 類從 木の 中に 含まれて ゐる。 

重 之^ は頻從 本 • 歌仙 家 槃木 共に 相等しく、 本願 寺 本 及 圖 書 寮 所藏の 歌仙 集 本 も 皆 この 系統に 屬す。 然るに 圇書察 

所 铋のニ 水 は 各々 これらの 諸 木と は 全然 その 組織 を 異にする。 卽ち (？^ 一) 本 は 前述した 如く、 歌 數少き 歌檠で 組弒は 

雜 然として 他の いづれ とも 異 つて ゐ、 他の 一本 (fgo も、 全然 以上の 諸 本と は その 組織 を 異にして ゐる。 

笼： 个^ の類從 本と 歌仙 家桀 本と は、 全然 その 組織 を 別にして ゐて、 これら 一 一本の 成立 事情 は異 る。 兼輔集 • 忠見 集. 

朝忠集 *與 風 第 等 は その 例であって、 これら 諸 集の 類從 本と 歌仙 家集 本と は 共に その 組織 を 異にして ゐる。 その他 圖 

喾殇 本^度 集^ g§) と類從 木と を比铰 すれば 甚し くその 配列 順序 を 異にして ゐる。 又 圖書寮 所 藏の實 方 集 一 本 (f お) 

は、 々照 類從本 系統で は あるが 甚 しき 錯簡を 有して ゐる。 か. -る 本が 錯簡 の儘轉 B される 場合、 組織 を 異にした 異本 

が 勿論 生す るが、 以上 舉 げた 諸 例に 就いて 見れば、 かくの 如き 機械的な 偶然の 原因に 依據 する もので なく、 個人の 意 

志に 依って、 • 私家集の 組^ は 如何様に でも 變更 される ことが 明瞭で ある。 


次に 第三と して、 私家集の 詞 書の 性質、 卽ち諸 本に より 詞 書が 如何に 變 化し、 その 變化 のし 方 は 如何なる 性^の も 

ので あるか を、 諸 例に 就いて 吟味して 行き 度く 思 ふ。 

(ィ) 同 一 詞 書が 諸 本に ょリ 全然 異る 歌に 附隨 する 場合 

元輔 集の 類從 本で は、 

なかき よかむ まれて 侍し 七日 夜 

松 かえの かよ へ る 枝 をと くらにて すたても る へき 鶴の ひな 哉 

人の もき 侍る に 

萬 代 をな からの 濱 のさ X れ 石の こよ ひより こそ 苔 もむ すらめ 

と あるが、 これと W 系統の 圖書寮 所藏の 一 本 cff^) に は、 

なかき よかむ まれて はへ る 七日の よ 

よろ つよ をな からの はまの さ  >- れいし はこよ ひより こそ こけ はむ すらめ 

まっか へ のかよ へる えた をと くらにて すみの ほる へきつ るの ひなかな 

となって ゐる。 これ は類從 本と 圖書寮 木と その 歌の 順序が. 前後す る爲 に、 同 一詞 書が 全然 異 つた 歌の 詞書 となった も 

ので、 か 、る 例 は單に  一 二に とどまらな いが、 義孝 集の 中に も 亦 同様な 場合が ある。 

義孝 集の 類從 本に は、 

と を さしな からもの いひし 女に 禰 川の 中宮に て 

思 ふ ことなる とかき 乂 しか ひも なくなと うちとけぬ よはの 白波 

三 私家集の 異本と そ c 性 貧  二 七 
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と あるが、 これと 全然 系統 を^に する^ 齊^ 所铋の 一本 (：.s ちに は T 思 ふこと たると かき  >- し」 の 歌の 代りに、 

花す k き ほの むす ひて した もと ゆ へ つゆ もこ X ろのと けす みえつ る 

となって ゐる。 か^-る 相與 は、 ^丁、 錯簡、 ^寫の 際の 誤謬 等の 機械的な 原因に 基く こと も 多いで あらう が、 次に は 

侗 人の^ 志に より ，1^ が 改^され る 例 を 示し 度い。 

(口) 同一 内容 を說明 する 詞書 がそ の 表現形式 iW 異にする 場合 

^盛^ S 類從 木に は、 その 卷頒 歌、 

子 曰して よの^ ゆ へきた めしに はけ ふの 御幸 をよ には殘 さん 

の詞 害が、 

我 君と しころ 民 をめ くみ 國を おさめお はします こと 御 まつりこと かすお ほくて 山に の ほり 水に たは ふれ 給 ふお ほみ あそ ひもみ 

えさり き 两はを くら 山の 秋の もみち いた つらに その 色 をう しな ひ 東 は むらさい 野の 春の 梅むな しう その かけ をう しな ひきし の 

ほとりみ つきよう すみ 山の 聲た かうよ はふ 風 はえた をなら さす あめ はつち くれ を や ふらす 世 中 もた のし けれ はけ ふの 御幸 も あ 

ります なり かきり なき 我^の 御と くお いたる は老 たる を よろこ ひわ かき はわ かき を よろこ ふ 世 中の たのしき こと はけ ふの 御幸 

をた めしとす へしと つけし めて 其 日の 和哥 

となって ゐ るが、 圖書寮 本^ 盛 集 cfgi) の詞書 は、 • 

えんゆう 院の むらさきの みゆきに 松 をみ て 

と 至って 簡犁 になって ゐる。 

义興風 集 本願 寺 本で は、 


あ ふまての かたみと てこ そと &め けめ なみた にう かふ もく つなり けり 

の詞 書が、 

おやの まもりけ る ひとの むすめに いとしの ひても のい ひける ほと にお やよ ふとい ひけれ はいそき ていり 十る こも をす て、 いり 

にけ るか へす とて 

と あるが、 圑 琢磨 氏藏俊 成擎興 風 集に は、 この 歌の 詞 書が、 

みやつ かへ ひと を とら へ て はへ りしに ひに すへ していり はへ りに しか はかた みに も をと りて はへ りし かへ し は/りと て 

となって 居て、 全然 文章 を 異にして ゐる。 これ は詞 書を刖 個の 人が 銘々 に 書いた 爲か、 或 ひは爲 にか-る の 相^ 

を 生じた もので、 私家集の 詞書 も、 これ を 取り扱 ふ 人の 意識の 相違で、 その 長短 は 勿論、 全然 表現形式 を も變更 し^ 

る ことが 云へ ると 思 ふ。 右に 擧 げた 例 證 はほんの 僅で あるが、 か-る 例 は 枚 擧に遑 なき 有様で、 これによ つて 私^^ 

の 詞書は 流動性 を 持つ ことが わかり、 從 つて 歌 物語と も 密接な 關係を 有する ことが 暗示され るので ある。 

以上の 如く 私家 桀に はおび ただしき 異本が 存在す るが、 か X る 異本 發 生の 原因 は *( 一 ) 根本的に その 成立^ W を^ 

にす る こと、 卽ち自 携と他 撰の 場合、 又 他 撰の 場合、 數 人が 共に 相異 つた 意識で 編^す る 場合、 自撰他 撰 を 問 はす、 

時^ 的な へだたり をお いて、 同一人が 相異 つた 意識の もとに 於いて 編輯す る 場合 等が ある。 (二) 發 生後、 同一 本が 

傅 承され て 行く 途次、 種 々なる 外的 條 件に 影響され て その 形態 を變更 さす こと、 その 中で 私家 染の 場合 殺 も大 なる 要 

素 は、 侗々 の^が 加 はり、 その キ： 觀 により、 雜 多な 形狀に 變異 せしめられる ことで あるり 卽ち、 增袖 • 拔萃 • 組綠の 

變更 •  n^: の改變 等で ある。 この 外に、 錯簡 • 落丁  • みせけ ちの 取捨. 書寫の 誤謬 等の 镄械 的な 原 w も あらう が、 以 
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上の^ 例より^ へて、 私^^の 與木發 生の^ 要なる 原因 は、 大^ この 二つに 大刖 して 考へ 得られる と 思 ふ。 

四 私家集と 歌 物語との 關係 

平安朝 ^期に 於け る や 假名の 發達 は、 その 影響 を 文 舉の备 分野に 及ぼした が、 その 中 最も 多分に 影響され たの は 歌 

であった。 や ig 名の 使 川に^: 熟し、 歌と その； I 書と を 自由に 書き こなし 得た 時、 草 假名の 自由なる 驅使 は、 歌 を 中心 

とした 歌 物^ 及：：： 記紀 行.^ 舉を產 むに 至った。 これ は卽ち 歌に 關 速した 事件の 叙述が、 自由に 從 つて 詳細に なされ 得 

るに 至った 結^で ある。 かくの 如く 歌を屮 心に して、 前後に 擴 大して 行った 歌 物語 及 日記 紀行文 舉と、 歌の 蒐積 たる 

私^^と は 如何なる 關係 にある もので あるか を、 主として 形態の 方面より 考 へて 見たい と 思 ふ。 

S  ^勢 物語と 私家集との 關係 

歌 物 語の 發生及 その 成長過程 を 伺 ふに 最も 好都合な^ 勢 物語と 私. 冢^ と を 比較す る こと は、 歌 物語と 私家集との 關 

係 を 最も 適確に 認識し 得る 方法で ある。 

扨^ 勢 物語の 形態に 關 する 深き 研究 は、 本 講座に 於いて、 旣に 大津有 一氏の 發表を 見た が、 同氏 も 云 はれる 如く、 

^勢 物語に は その 形態より いつ て、 平安朝 時代に 旣に業 平 朝臣 自筆 本 • 和 泉 式部 本 • 小 式部 內侍本 • 長 能 本な どの 如 

き雜 m 的な ものと、 安部 師 安本 • 朱 雀 院塗锱 本 を 始め 現^ 諸 木の 如き、 組織的に 整理され た 本と が 存在して ゐ たこと 

が 知られる。 かくの 如き 雜！ # 的な 性質 を 有する 諸 本の 中で も、 「名のみ 立つ」 の 歌で 始 ると いふ 業 平 朝臣 自筆 本 や 、「君 


や こし」 の 歌 を 冒頭に 置き * 「忘るな よ 程 はく もゐ に」 の 歌 を 最後と する 小 式部 內侍 本な どの 如き、 幾嵇類 かの 糾縱を 

異にする 諸 本が あった 様で ある。 これ は卽ち 何等の 組織 を 持たない 雜 多な 形態 を 取った^ 勢 物語が^ 在した こと を 暗 

一： 小し、 筒井筒の 一段 を卷 頭に 置き 备段を 年代順に 配列 せんとして 失敗した 安部 師 安本の 存在 は、 個人の 意志で、 混沌 

たる^ 勢 物！？； i を糾織 化さん として、 その 順序 配列 を變更 せしめた こと を 語る ものである C その外に 章 段の 增 減の し 

かつ. たこと は、 現^ 諸 木の 章 段の 比較に よっても 想像の つく ことで ある。 

又大津 氏の 研究 if?fg* によれば、 最明寺 藏時頼 本 伊勢 物語に は、 

第一 二 段 「昔 男 ァリケ リケサ ゥシケ ル女ノ 云々」 の 思 ヒア ラ ハ の 歌の 次卽 ち、 

ニ條 ノ后ノ マ タ 御門-一 モッ カフ マ ッ リ給ハ テタ 、人 ニテ ヲハシ マシケ ル時ノ 事 也 

第 四 段 「昔 東ノ 五條-二： ム々」 の月ャ アラスの 歌の 次卽ち 

トヨミ テョ ノホノ  /  \ トァ クル ニナ ク /1\ 力 ヘリ ニケリ 

第五 段 「昔 與 ァリケ リヒム カシノ 五條 ヮ タリ -I 云々」 の 人 シレヌ の 歌の 次卽ち 

トヨミ ケレ ハイ トイ タウ n  、  口 ャミケ リアル シ ュルシ テケリ 

1 一條 ノ后 二 シノヒ テマ イリ ケル ヲョ ノキコ エア リケレ ハセ ゥトタ チノ マ モラ セ給ケ ルトソ 

第 六 段 「昔 男 ァリケ リ女ノ ェ ウマン カリ ケルヲ 云々」 のシ ラタ マ 力の 歌の 次卽ち ， 

コレ ハー 一條 ノ后ノ イト コ ノ 女御/御 モト ニツカ フマ ツル ャゥニ テヰ給 ヘリゲル ヲ カタ チノ イト メテ タウ ヲ ハ ンケレ ハ ススミ 

テヲィ ティ テ タリ ケ ル ヲ御セ ゥトホ リカ ハ ノヲト 、 タラ ゥク 二 ツネ ノ大納 一;  一一 口 マ タケ ラウ ニテゥ チェ マイリ 給 ニイ ミン ゥナク 

.< アル ヲキ 、 ッ ケテト 、 メテ トリ カェ シ給フ テケリ ソレ ヲカヲ ニト ハイ フナ リケ リマ タイト ワカ ウテ 后ノタ 、 ニヲ ハ シケ ル 

四 私家集と ^^^との^ 係  一 二 一 
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S- トカャ 

これらの^ 所 を；；；： を 下げて^ いて ゐ るが、 これ は 明に 後人の 註 及 書 入と 见 るべ きもの なること を 指摘され、 か、 る 

部分 は 恐らく 勢 語の 原型に は^せす して、 書寫 されて 傅 はる 中に 附 加され たもの だと 推定され てゐ る。 

それ 以外に： Z 氏 は义、 精密な 諸 木の 比較 對 校の 結 ^勢 物語の 原型 は、 歌數が 現^ 諸 本よりも 少く、 且つ 歌で 終 

る^ はが 多かった と 給 論され てゐ る。 又^ 勢 物語の 表現形式 であるが、 これ も亦甚 しく 諸 本に より 異同の ある もので 

ある。 

以上の 考察の 結^、  ^勢 物語の 原始的 形態 は、 その 組織に 於いて は 雜纂的 性質 を帶 び、 その 分量 及 歌 敷に は增 減が 

あり、 ^が 無く 各窣段 を 歌で 終り、 從 つて 地の文が 歌の 詞 書の 形式に 接近して ゐ、 その 表現形式 は 流動性 を 持つ もの 

である。 伊势 物語の か i る 性^ は、 私家集の 性質と 相等しき もので、 個人の 手で 私家集の 形態が 如何様に でも 變 化せ 

しめら わた 如くに、 ^勢 物語の 形態 も 亦、 個人の 意志に より 變更 せしめられた ものである。 かくの 如く 兩 者の 形態 は 

可動 的で あり、 ^勢 物語 も その 原型に 於いて は、 歌集 的 性質 を帶 ぶる を以 つて、 次の ことが 云 はれ 得る と 思 ふ。 卽ち 

^勢 物^ 及 私^ 桀は、 その 源泉 を 前述の 廣義の 私家集 II 單 なる 歌の 蒐镜 I に發 する もので、 それが 狭義の 私家集 

の 形態 を 取り、 或 ひは^ 勢 物語の 形態 を 取る に 至った こと は、 素材と しての 廣義の 私家集 を 如何に 取り扱 ふか、 その 

個人の 意識 意圆の 如何に 原冈 する ものである。 

かくの 如く 伊勢 物語が、 歌の 蒐積 たる 私家集より 出發 した ものと すれば、 その 內容 は、 男女 贈答の 戀愛歌 を 中心に 

收錄 された もので なければ ならない。 然るに 圖書寮 本 匡 銜集を 初め、 現存 私家集 中に も 贈答 歌の み を 集めた 歌集が あ 


るが、 伊勢 物語 も 或 ひ は 恐らく か-る 性質の 私家 笫を 粉本と して 詞書を 敷衍した もので は あるまい か。 

而 して 次に 考 へなければ ならな いのは 詞書 である。 私家 第の 詞書は 短い ものが 大部分で あるが、 ^勢^ . 

本院 侍從桀 • 小 大君 粱 . ^昭粲 . 順 築 等の 如き は 長き 詞書を 有して ゐる。 詞 書が 長く なれば 從 つて 叙事 的 要素 を 今：： み- 

散文 化されて 來 るが、 この こと は詞 書の 表現形式の 流動性と 相俟って、 私家^より 歌 物お へと 推移 展？ 1 して 行く 契機 

をな す ものである。 例へば^ 勢^の 場合、 その 前半 は詞 書が 甚 しく 長大で、 「とて」、 「义」 、「と 詠みて， r 「とひと りご 

ちて」、 「とば かり」、 「となむ」 等の 接 糗詞を 巧みに 利かせて、 歌と 歌と を述絡 させ 筋 を 運んで ゐる" か、 る 形式 は^ 

しく 物^的で、 ^勢^より. 前半の かくの 如き 部分の み を 摘出して、 ^獨 にお へれば、 歌 物^に 酷似す る ものと いへ る 

ので ある。 

义詞箐 の 文章 は 諸 木に より 著しき 相違 を 示して ゐ るが、 これ は 私家^と 歌 物語との 相逮 が、 誠に 僅少なる こと を證 

する もので、 伊勢 物^と 私 ^椠 との 關係 を考 へる 上に もよ き參考 となる ので、 次に^ 勢 第の 歌仙 家^ 本と 木 願^ 木と 

の 木 文 を對 照して 引 川す る ことにした。 


歌仙 家笫本 伊勢 集 

つれの 御 時に か ありけ む大宮 す 所と きこ ゆる 御つ ほね. 


本願 寺 本 伊勢 集 

寬平 みかとの 御^ 大宮す 所と きこえけ る 御つ ほねに やまと 


やまとに おや あろ 入 さ ふら ひけり おやい とかな しう してお にお や ある 人 さ ふら ひけり おやい とかな しくして なへ ての 


とこな とも あはせ さりけ るを宮 すと ころの 御せ うとと しこ 

ろい ひわたり^ をし はし はさら にき かさり ける に いか  >- あ 


をと こ は あはせ しとお も ひて さ ふら はせ ける に  >；： すと ころ 

の 御せ うとい とねむ ころに いひ わたりた まふ をい か X あり 


四 私家集と^^^ との^ 係  三 一一 一 


仏 化の W 究 

りけんお やい か 、 いはんと なけき たりけ る をと しころ へ に 

攀 參肇參 o* 參 攀參  9 參 參參 

け.^ まき、 つけて けりされ とすく せ こそ ありけ めと てこと 

にい はさり けりた X わかき 人 はたの みかたき 物 そとい ひけ 

e  攀 •  9 

る ほと に 時のお ほい まう ちきみ にむ こに とられに けりお や 

もされ はこ そな とい ひけれ はこの 女 はっかし とお も ふ ほと 

• 參參參 參參參 參 拳 鲁參 

にこのお とこの もとより 人お こせたり ける この 女のお や は 

五て うわたり なりけ る 所に きて かきの 紅葉に うた をな むか 

參 參 

きたりけ る 

人す ます あれた る 宿 をき て みれ は 今 そ 紅葉の 錦 をり ける 

みて 女い と 心う き 物から あはれ にお ほえ けれ は 

•  • 攀參 

淚さ へ 雨に そ ひて ふる 里 は 紅葉の 色 もこ さまさり けり 

とてね す もちの 紅 紫に さしてな む やりけ る 人の こに 成 ぬれ 

•  •  e  •  肇 C  •  e  參 9 

は 家 を 今 はよ もとはし と 思 ひても と ありけ る やまとに いき 

てし はし あらんと 思 ひて 女 

三輪の 山い かに 待 みん 年 ふと も尋 ぬる 人 も あらしと 思 へ は 


又 ある ほと に、 む ほそけ にの 給 へれ はいみし く あはれ になむ 


： 二 四 

攀攀肇 • 攀攀攀  攀 

けむお やい か k いはむ とお もへ とさる へきす くせに こそ あ 

攀參  《攀《 攀攀  • 參参肇 

らめ わかき 人た のみ かたく そ ある やと そい ひける とし ふる 

ほと に その 時の 大將 のむ こに なりに けりお やかくて され は 

肇 攀譽參 攀  《參《«攀 

よと おも ひけり をん なかき りなく はっかし とお も ふ ほと に 

この をと この もとより をと このお やの い へ は 五條 わたりな 

, 攀肇  • 攀 

るに きて かきの もみち にかく かきつけたり 

• 攀攀攀 

ひとす ます あれた る やと をき て みれ は いま そこの は^-錦 おり 

ける 

をん ない と 心う き 物から あはれ にお ほえ けれ は 

鲁  * 

なみた さ へ しくれ に そ へ て ふるさと はもみ ちの いろ もこ さそ 

攀 肇 

まされる 

攀參  参 肇參攀 拳 • 參參攀 

とかき て わすみ もちに つけて やりけ るな か 月 はかりの こと 

攀攀攀 《«肇《肇肇《 參參肇 《攀 肇肇參 •• 肇  • 

なる へ し をと こもみ てかきり なくめ てけ りかく 人の むこに 

參肇  拳 

なりに けれ はい ま はとはし とお も ひて ありし やまとにし は 

しあら むと おも ひて かくい ひやり ける 

み わの やまい かに まちみ むとし ふと もた つぬ る 人 も あらしと 

おもへ は 

ひ はのお と k の 御 かへ し 


尋 ぬる 人 もと ある は 人 わろ くも 

もろこしの 吉 野の 山に こもる ともをく れんと 思 ふ 我なら なく 

おこれ をい と あはれ と 思 ひて か へし を はえせ て かくよ みた 

鲁 • 參 •  • 攀 

りけ る ひ はのお と k 

攀 • 

よ をう みの あはと 消に し 身に しあれ は うらむ る こと そ數 まさ 

りナる 

奈良 坂の わたりに そ を ひっきて を こせたり ける 女の かへ し 

わたつみと たのめし ことの あせ ぬれ は 我 そ 我 身の うら を うら 

むる 

とて そ □ 「しな かにて か へし やりけ る やまとに 三月 はかりに 

參肇 《參參 肇 參攀攀 攀攀肇 攀拳參 攀攀參  • 

すむ にさう/ \ しく寺 めくり せんと 思 ひて ありき ける にり 

參  拳  參 拳 參肇攀 

う もむ とい ふ 寺に まうて k む 月の 十日 あまりになん ありけ 

攀參攀 參攀肇 •  •  •  攀參  • 參 

るみれ は 其た うの ありさまた き は 霉 の 中より おちく る やう 

にみ ゆ 仙の いはやと いふ はいたく 年つ もりて いはのう への 

こけ やへ むしたり あはれ にたう とくお ほえて 泪 おつる たき 

に をと，.： 十 乙 ！:. にこ k ちに たく ひなく めて たく 見て 物 か 

拳 攀肇拳 • 肇攀參 肇攀攀  肇攀參  攀 

なしく  こ 思 ひ やられて はしの もとにし はしな かむ るに 此 

攀  參攀 •  攀 

寺い とくらうな りぬ 闹 や ふらんと すらん と X もに ある 人々 


もろこしの よしの、 山に こもる ともお も はむ 人に 我お くれめ 

攀 

や 

參肇 攀攀  肇攀 攀參拳 攀攀攀 參攀參 攀攀肇 

この 哥返 をと こよみて ならさ かよりお こせけ る 

• 攀參肇 

よ をう みの あわとう きたる みに しあれ は うらむ る こと そかす 

なかり ける 

をん なか へし 

わたつ うみとた のめし ことの あせ ぬれ は 我 そわ かみの うら は 

うらむ る 

攀 

山と に 三月 はかり ありけ るに りう 門と いふ てらに まうて た 

拳參攀  肇 參 肇肇參  參 攀攀參 • 

りけ り 正月 十 一 闩 はかりな りけ りこの てらの さま はく もの 

なかより たき はおつ る やうに み ゆ 山の 人の いへ とい ふはい 

たうと し へて いはのう へに こけ や へむ したりみ しらぬ 心ち 

にいと かなしう 物、 みあ はれに おほえて なみた はた.？ にお 

とらす はし の もと にし はし あるに いとくら うなり ぬ.. S や ふ 

鲁  «眷 鲁鲁攀 攀暴 «鲁《 

らんと すらん ともなる 入と いふ 法師 はら^ そふらん と いふ 

拳拳肇 參攀參 拳肇參  • 攀 

ほと にいみ しう お ほ きな る ゆ きか きくら しふれ は 入 /\讶 

よまむ と いふに このまう \  ノ： ノ，、 
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いそき けれ は闹 はふら し 巧 なと いふ^に f": さら はかりに て 

肇《參  攀攀  攀 參鲁肇 

かきく らし ふる ある 人/,、 いさ^よ まむ とい ひけれ は 

たちぬ はぬ きぬき しな もな き 物 をな に 山 姬の布 さらす らん 

• 肇 攀 

とよみたり けれ は こと 人よ ます 成に けりけ ふ は 口に 出て  >  」 

しとい ふ 所に やとり ぬかの 寺の あはれ なりし ことお も ひい 

攀 肇 

て、 また 

み も はて V 穴 へ にきえ なて 限な く い と ふうき， せ の 世に 歸 るらん 


たちぬ はぬ きぬき し 人 もな きもの をな にや まひめ のぬ のさら 

すらん 


とよみたり けれ はさら にこと 人よ ますな りに けりい ま は^ 

にいて 乂 こしへ とい ふ 所に やとり ぬかの みてらの あはれ な 

りし をお も ひいて. > - 

參  肇 肇拳攀 

み も はてす そら にきえ な てかきり なく い とふう きょに み の か 

肇攀參 

へ りくる 

(圈 點を附 したる 筒 听は兩 木の 相 道す る點 なり) 


^ 平 中 物^と 私家^との 關係 

平 中 物^ は、 「へいちう」 なる 或る 男 卽ち平 ^ 文 を 主人公と して、 それが 戀愛 生活の 一齣々々 を、 歌 を 中心とした 小 

^話に よって つらねた 歌 物語で、 ^勢 物語の 形式 を 蹈襲して ゐる。 この 物語 も 伊勢 物語と 等しく、 色々 な 場合に 詠ま 

れた戀 愛の 贈^:^ の 詠草の 染秘 を素衬 として、 これに 叙事 的 要素 を 加味して， 意識的に か k る 形態 を 作り上げ たもの 

である。 例. へば、 

ふす とこの なみた のか はと なり ぬれ は なかれての みそ 水と りの うきね をた に そ 我 はせ ぬ 冬の 夜 ことに おくし 

もの お きゐて つねに きえ かへ り なに 事 を か は なよ たけの よなかき に は 思 ひ あかす わかむ ね をのみ こから しの 


もりの この 葉 は きみ なれ や 露 もし くれ も とも すれ は もりつ k そて を ぬら すらむ ひる^. な，^ のち 露に ほさし 

とやす る d! ひこの こたへ はかり は こたへ なん き、 てな くさむ こと や あると 時 をい つと は わかね とも せめて b 

ひしき ゆ ふくれ は むなしき そらと しりな から なにた のみつ  > -. あ ふさ かの ゆ ふつけ とりの ゆ ふなき を ふりいて 

そ なき f たる きく 人 ことに とか むれと こ ゑ もせき あえす いくよし も あらし いのち を はかなく もた のみて 

としのへ にけ るか いける あいたの うち はしの たえて あはす は わたり か は とくく とたに わたりて しかな 

しるし あらむ ものな となく にあし ひきの やまの 山す け やます かなしき 

力く の.^ き 長歌と 短歌と を 並立 させ、 贈答 歌と して 本文 巾に 取り入れて ゐ るが、 か、 る 形式 は^ 化さ 乜た ^：ほ こよ を 

の 例 を^ない ことで、 これ は畢党 この 物語の 編纂 者が、 歌に 引き すられ、 ^村 を こなし 切れぬ 一 つの 痕跡 を 示す もの 

とも r ム はれる であらう。 

次に 又 本文 屮の 一部分 を 引用 すれば、 

又 このお とこ 人と もの いふに か へり 事 はする ものから あはて ほと へ けれ はおと こ 

我の みや もえて か へらむ よと \ もに おも ひもなら ぬ ふしの ねの こと 

女 かへ し 

ふしの ねの ならぬ おも ひも もに はも ゑ かたみに けたぬ むなしけ ふり を 

又お とこ か へし 

神よりも きみ はけた なん たれに よりな ま/ \ し みのも ゆるお も ひそ 

又 女 かへ し 

力れ ぬ 身 を も ゆと きくと もい かかせむ けち こそしらね^ つならぬ 身よ 

四 ； 4^% と 欲^^と 係  I 二 七 
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かう 锊も よみお かしかり けれと まめ やかに にけ なしと いひ けれ はい ひやみ にけ り 

と あるが、 か.^ る 形式の^: 所 は 本文 中 他に もあって、 これ は 類從木 伊勢^に、 

文 を こせた る 人の ある をた かもと にある そとと はすれ はお やの なくなりた るいかに 侍る こなん 有 ナる 

大^にと ふて うことの とほ けれ は-案の 上に そ さして 聞 ゆる 

返し 女  . 

演 千^つ はさの なき をと ふから に 雲ち をい かて 思 かくらん . 

^も か」 り けれ は 又與 

つ はさな き^と 成な は 飛 さらす まち かきえ にもす まんと そ 思 

此 返事に かみ をむ す ひて やり けれ は 

な こ の 泡の 淸 きな きさの 濱 千鳥 ふみをく あと を浪 やけ つらん 

又 男 . 

な この 海し あれ まさるへ き 物なら はこ かるる 船 を 打よ せよ 浪 

返し 女 

あれな から 舟よ すへ くも 思 ほ へす かた 定めても 浪 のた k ね は 

と あるが 如き 形式に 等しく、 ある 部分で は 平 中 物語と 私家 桀 とは甚 しく 接近して ゐる ことが 云 はれ、 更に その 卷頭を 

見る に、 

いま はむかし 男 一 一入して 女 ひとり をよ は ひけり さいたち てより いひけ る 男 はっか さまさり て そのと きのみ かとに ちかう つか ふ 

まつりの ちょり いひけ る をと こ は そのお なしみ かとの は乂 きさきの 御 あるす ゑに てっか さ i おとりけ り 


(以上の 引用文 は 靜嘉堂 文 i 本に よる) 

と あるが、 圖書 寮所藏 異本 本院 侍從集 (一 fgi) の卷 頭の 詞書は 次の 如くな つて ゐる。 


いま はむかし かむ たちのめの 次郞 なる 人お ほえい とかし こかり けれと また わかうて かう ふり もえぬ おはしけ りお ほち は 太 政 

大臣に てなん おはしけ るいもうと はき さき はらの みこに たてまつり 給 VJ ふちつ ほに そ さ ふら ひ炝 ける その 御い とこ さ ふら ひ 

たま ひけり 一：：：： ZI この しらきみ おも ひかけ たまうて 物な とい ひて かくよ みてい ひいれた まへ り 

(了) 

色に いて X 今 そしらす る 人 しれす おも ひわく る 深き 心 を 

の 如く 、「いま はむかし」 と 冒頭 を 書き 起して ゐ るの は、 いづれ も 竹 取 物語 を畢ん だもので あらう が、 とにかく 私 

家集の 詞書 にも、 か  >- る 物語 的な 表現形式 を 取らん と 努力した 實 例の ある こと は與味 ある ことで ある。 本院 侍從^ の 

類從 木で は、 r いま はむかし」 と ある 箇所 は 、「おほえお はしける」 となって ゐ るが、 「いま はむかし 云々」 とした 事 は、 

私家^ を 物語 化さん とする 意識の 現れで、 か X る 意識の 成功した ものが、 平 中 物語 等の 歌 物語の 形態 をと るに 至った 

もので あらう o 

s 篁 物語と 私 歌集との 關係 

莨 物語 は、 簋 日記と も稱 せられ、 內容は 主として 三十 一 首の 贈答 歌 を 中心に して、 笃の戀 愛 物^ を辍 つて ゐる。 八， 

^ ) の 物語 の 找式を 伺ふ爲 に、 便 {且 上 そ の 卷頭を 示 せ ば 、 

おやの いとよく かしつき ける 人の むすめ ありけ り 女の する さいの かきり しっくして いま はふみ よません とて はかせに はむ つか 

四 私家集と^^^ との 關係  1ニ 九 
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しからむ 人 を せんとて こと はらの + のかみたい かくの しう にて ありけ りこと はら なれ はう とくて あ ひみすな と あり けれと しら 

ぬ V より t とてす. こし こしに 木 丁た て、 そよ ませけ る このお とこい とおかし きさま をみ てす こし なれ ゆく ま、 にか ほ をみ.. - も 

のかたり なと もして ふみの ちり も：，， J いふ 物 を とらせたり ける を みれ はかう ひち して 哥 をなん かきたり ける 

いこ^く よしの 乂河は あせな らんい もせの 山 を こえて みる へく 

と あり けれ はか、 りけ ると 心つ かひし けれと なさけな くや はとて 

いもせ 山 かけた にみ えて やみぬ へし よし野の かは^-にこれ とそお も ふ 

又お とこ  . 

"たる *」 よし^し はかり そみつし あら はすみ なむと こそた のみ わたらめ 

女 

ふ もせ を はいかに しりて かわたら む を こ &ろを さきに 人の いふらん 

おとこ 

身の ならむ ふち 瀨 もしら すい もせ 河 おりたちぬ へき こ k ちの みして 

(阖書 寮 本) 

と ある 如くで、 これ は 先に 舉 げた^ 勢 集の 例と 等しく、 圇 書 寮 本に 小 野 篁 集と ある 如く、 確に 歌が そのせ 子と なり、 

その 歌と 歌との 間 を 有機的に 述繁 する 爲に、 詞書を 敷衍 擴 大して か、 る 形態に 到達した もので あらう。 この こと は、 

これ 迄 述べ 来った 幾多の 例設 よりして 云へ る ことと 思 ふ。 

ゆ 大和 物語と 私家集との 關係 


上述の 歌 物お が、 一 侗 人の 歌 を 中心として 出來 上って ゐ るのに 對 して、 大和 物^ は 多くの 人々 の^を 桀^ して ゐ る。 

從 つて 他の 歌 物語の 場合の 如く、 一  私家 槳が發 達 展開した もので はなく して、 數 多の 私家集の 要 索が 聚^され たもの 

で、 同じく^ 物語で は あるが、 他の 歌 物語と は その 組織 内 容を 異にする ものである。 次に は 中； として 成立 に^して、 

私家集と 大和 物語との 關係を 述べたい と 思 ふが、 先づ 大和 物語の 素材 は 如何なる 方法に よって 聚牧 された かを^たい。 

それに ついては 大和 物^の 所々 に 「本に なし」 「物語 にても ある」 等と あるが、 これに よれば、 

(ィ) 物語に 取材せ る 場合 

在中 將 力 物見に 出て 女 を かたら ひ 、「みつ も あら す 見 も せぬ 人の 戀 しき は あやなく 今日 や 詠め 幕 さ ん」 の 歌 を 贈^した 条二、 

「これら は 物語 にても ある 事 ともなり」 と あり 

(口) 傳說に 取材せ る 場合 

a 「あさか 山 影 さへ 見 ゆる 山の 井の 淺くは 人 を 思 ふ もの か は」 の 歌に まつ はる 傳說を 記した 最後に、 「世の ふること になん あり 

ける」 と あり 

h 處女 塚の 傳說 を霄 きたる 條の 最後に、 「いとうと ましく 覺 ゆる 事 なれと、 人の 云 ひける ま、 なり」 と あり 

(ハ) 本に 取材せ る 場合 

右大臣の 御 息 所が、 甯宮の 手紙に 返事して その 奧に、 「白山に 降りに し^の あと 絕 えて 今 は 越 路の人 も 通 はす」 の^を 寄き 達つ 

た條の 終に、 「御返し 有れと. K になし と 有り 」 と あり 

(二) 打 聞に 取材せ る 場合 
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" r 條.^ 大^の 女から ％ 中納言 への 贈答 淤 「たきもの のく ゆる 心 はありし かと ひとり は 絶えて 寢られ さりけ り」 の 次に、 「返し 

は 上^な れは丄 か .o けめ と 得 聞かね は 寄 かす. 一 と あり 

b 木-にの 北の方に 平 仲が 詠みて 逍 した 歌、 「行く すゑの 宿世 も 知らす 我 昔 契りし 事 は 思 ほ ゆや 君」 の 終に、 「その 返し、 それより 

々も、 歌 はいと 多 かり けれと ぇ閱 かす」 と あり 

r  ：: 條の 右の 大 殿の 女御が 齋^ に 書き 達った 歌、 「いかて かく 年き り もせぬ 種 も かな 荒れ ゆく 庭の 蔭と たのまん」 の條の 終に、 

「其の 御返し 齋ぉ より 有りけ り 忘れに けり」 と あり 

かくの 如き 备 場合が 伺 はれる が、 これ は 木 文中に 明記され たもの のみであって、 勿論 これ 以外に 嵇々 の 場合が あり 得 

る ことと^ はれる。 大和 物^ はかくして 集成され るが、 私家集 も 亦 他 撰の 場合、 歌 物語より 拔萃 し、 傳說ゃ 人の 話よ 

り 打^的に 書き留められて、 その 一 部 をな す 場合 も あり 得る ことと 思 ふ。 然 らば、 大和 物語と 私家集と は、 その 成立 

に關 し、 如何なる 關係を 有する もので あるか を 見る に、 一 、 大和 物語が 私家集より 取 村す る 場合、 二、 私家集が 大和 

物^より 取 村す る 場合、 三、 兩者 同一なる 物語， 傳說 • 日記 等より^ 互 取材す る 場合 等が 考へ 得られる ので ある。 

以上 述べ 來 つた 如く、 伊勢 物語 • 平 中 物語 • 篁 物語 等 は 所謂 廣義の 私家集より 出發 した もの で、 私家集と は 最も 密 

接た る 關係を 有する もので あり、 大和 物語の 如き は 多數の 私家集と 直接 或 ひ は 間接に 關係を 有する ものである。 

五 私家^と H 記紀 行文 學 との 醒係 . 

湫 物^と 私家集との 問に は 密接な 關 係が 存在す るが、 爱 に又考 へなければ ならない こと は、 私家集と 日記 紀行文 舉 

との 關 係で ある。 


貫 之の 土 左 日記 は、 假に 海上で 日々 その 日の出 來事を 書き 附け たものと すれば、 も 少し 詳細な 記述 もされ 得る 箬で 

あるが、 ある 時問 的な へだたり を 近いて、 その 當時 を囘 想し、 旅行 中 折に ふれ 詠み 溜めて おいた 詠草 を 中心に して、 

呼び 醒 された 記憶 を^き 綴った ものが 土 左 日記 だと すれば、 私^集と 日記と は 密接な 關係 を^: する ものである。 土 左 

曰 記に 於いても. その 中心 は 歌に あって、 常に 歌が 感情の 顶點 をな して ゐる ことが 看取され るが、 これ は 詠草 をキ： 要 

村 料と したが 爲 であらう。 

又 熊 野 紀行と 遠 江 紀行と を， 歌 を 中心として 喾 いた 「いほぬ し」 の 場合に も 亦 前述の. ことが 當て 嵌められ ると 思 ふ。 

土 左 日記で は、 日時の 觀 念が 極めて 明暸 で、 それに 依って 全體を 統一して ゐ るが、 「いほぬ し」 は その 點^し く 時^ 的 

觀念が 稀薄で ある。 例へば、 

吹 上の 濱に 泊れ る、 夜 深く そこ をた つに 浪の 高う 見 ゆれ は 

天のと を 吹 上の 濱に 立つ 浪は夜 さ へみ ゆる ものに そ 有りけ る 

し、 の を 山に ねたる 夜、 鹿の 鳴く を 聞きて 

- • き：  -  • 

うかりけ む 妻の ゆかりに せの 山の 名 を 尋ねて や 鹿 も 鳴 くらむ 

磐 代の 野に ねたる 夜、 ある やう あるへ し 

石 代の もり 尋ねて とい はせ はや いくよ か 松 は 結 ひ はしめ し 

,  (類從 本) 

と ある 如く、 時 ^ よりも 場所に よって 統一 せんとす る 意識が 見えて ゐる。 又 各 歌 相互の 關係 も^に 地理 的 順序に 依つ 

て 保 たれ、 それ 以外に は 何等の 必然的な 前後 關係は 認められない。 これ は 恐らく、 旅 I 仃屮に 詠んだ 41 ぼ 故を屮 心に し 
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て、 放 行 後. 常時のお^ を迪 りつ ゝ、 口お 的な 紀行文 を 各 歌の 詞書 とした も S の^に 解され るので ある。 されば， こ 

れを W ル- 法^^と i 'ぶの も 相 常 极據の ある ことと 思 はれる。 

而 して 和.：： 水 式部：：： おと、 和. M 式部^との^ にも 亦 これらと 同様な 成立 事情が 存在す る。 卽 ち和朵 式部の 一 つの 詠草 

の より、 和 ^式部 集の 如き 形態 が^れ、 又 その 染^の 歌 を 口 記 化する ことによって 和 ^式部 H 記が 生れた こと は 

^^のお？"" に 依つ て 立 説屮： 來 るので ある。 ば f^rsssl 雄お ？む@ とまれ、 最初に 定義せ る 如く、 一  個 

/、のお やが に^^され、 それが 何等の 糾織を 持た すと も、 これ を 私家 蕖と稱 し 得るならば、 日記 紀行文 舉 ^亦 そ 

の 源流に 遡れば、 悉く 私^^より 出發 せる ものと 云 へる ので ある。 

山\  S  0 

以上 述べ 來 つたと ころ を 要約 すれば、 私家集に は 廣篛及 狭義の 私家 桀 の^す る こと を^ 明し、 廣義の 私家 椠と は、 

歌の^^な りと、 私^^の 原始的 形態 を 規定し、 從 つて その 中には 歌 物語 及 日記 紀行文 舉をも 包含す る こと を 云 ひ、 

か k る 形態 を 意識 化せし めた もの を 狭義の 私家集と 稱 して、 現存 私家集 を これが 範疇に 隸屬 せしめた ので ある。 而し 

て 私^^が 王朝 期に 於いて は 如何なる 必要に 應 じて 發 生した か、 その 原！； を 虫と して 社會 的な 因由に 求め、 次いで 私 

^笫の 異本と その 性質と を檢 討して、 これが 分量. 組織 及詞 書の 流動性 を實證 し、 歌 物語 及 日記 紀行文 舉の 本質 を究 

明した 結^、 次の 關係を 知り 得た ので ある。 卽ち 私家集の 原始的 形態 は、 展開 進展して 毺々 なる 文學的 形態 を 取る に 

至る が、 それが 原始の 俊の 狀 態で 保^される 場合、 また 目的意識 を 持たない 極めて 不明瞭な 意識の 下に、 原始的 形態 


がその 形態 を 未 組織的な 私家集に 變更 する 場合、 更に 叉 それ を 組織化す る 場合、 原始的 形態に 分類 意識が 能動し、 整 

然 たる 私^集の 形態に 組！！ される 場合、 更に 又 混沌た る 原始的 形態 を， 明.！：： なる 強度の R 的 意識に より、 歌 物^ 化し * 

Hj つ 口 記紀 行文 畢 として 統 一 する 場合 等が^: 在す る。 これ を圖 示す れ^、 
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かくの 如き 關 係に 於いて、 私家^と 歌 物語 及 日記 紀行.^ 舉 とが 發 生し、 ^在し、 且つ 相互 影響し 合って ゐる こと を 知 

るので ある。 


附記 この 稅を 起す に {ぉ つて は、 いつもな が、.： 先^ 池 田癍楚 氏よ リ、 懇篤なる 御指審 と铋神 的な 锹勵と を 戴いた 卜； に、 御开^ 

本 を贷與 下さって ふつ、 かな 硏究を 御按助 下さり、 親友 大津有 ー學士 より は、 欲 物^に 關 する 所說を 承リ、 その^き 師 安と 友 
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愛と に感锹 した ことで ありました。 この 小 构は旣 に 色々 な 形式に 於いて 發 表されて ゐ るお 兩 氏の 所說 を、 私家集の 方面より、 

；小 充分ながら も、 枞铋 づけた に 過ぎたい ものであります。 又 おびただしき 岡^^^に 際し、 充分の 御 奸^ を 御 一； 小し 下さった 園 

^  0 お- 莊氏 に も^ 謝 いたす 次笫で あります。 
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